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Ⅰ 研究の背景と目的 

小・中・高等学校の学習指導要領総則（平成 29 年・30 年告示）において、初めて全校種にわたっ

て「キャリア教育の充実」が示された。大分県においては、子ども・若者の進路・職業意識の希薄さ

や社会人・職業人としての基礎的・基本的な資質をめぐる課題等への対応が求められており、大分県

長期教育計画（「教育県大分」創造プラン 2016）改訂版＜令和２年３月＞に「キャリア教育・職業教

育の充実」を明記し、キャリア教育を推進している。 
 そこで本研究は、３年計画で大分県のキャリア教育について現状を把握するとともに、実践事例を

収集及び周知することで、キャリア教育に関する大分県教育センターにおける研修の充実を図り、大

分県の更なるキャリア教育の推進に資することを目的とする。 
 
Ⅱ これまでの調査研究の結果 

調査研究の１年次では、キャリアノート及び学級活動・ホームルーム活動についての実態を把握し、

今後の課題を明確にするため、アンケート調査を行った。アンケートは、令和４年度に県教育センタ

ーで実施した小・中・高等学校の教諭（在職１年目～11 年目）対象の研修受講者（n＝862）に行っ

た。アンケートの結果から、「キャリア教育について教員側の十分な理解を図ること」と、「キャリア

教育に関する具体的な実践事例を収集し周知すること」の２点が課題として挙げられた。 
２年次では、令和５年度の当センターのテーマ別研修において「キャリア教育研修－学年間・校種

間の連携－」を新設し、令和５年度と令和６年度の２回（延べ 81 名参加）実施した。受講後の各受

講者の研修評価から、キャリア教育の目的や意義及び各教科との結びつきに対する理解など一定の研

修効果が得られた。一方で、校種間の連携の在り方やキャリアノートの活用方法等に課題が挙げられ

た。また、研究協力校４校に依頼し、キャリア教育の実践事例を収集することができた。 
 

Ⅲ ３年次の調査研究の内容 
１ 調査方法 

１年次、２年次の調査研究結果を受け、本年度は研究協力校４校の生徒を対象に、キャリア教育に

関するアンケートを実施し、その結果を分析することで各校の取組の有用性を検討すること、また、

学校現場への還流という観点から収集した実践事例の周知を行うために、当センターにおけるキャリ

ア教育に関する研修の充実につなげることを主な内容とした。 

１－１ 研究協力校４校について 

 研究協力校４校については、臼杵市立臼杵南小学校（以下、臼杵南小学校）と臼杵市立南中学校

（以下、南中学校）を小・中の連携という観点から、大分県立大分豊府中学校（以下、大分豊府中学

校）と大分県立大分豊府高等学校（以下、大分豊府高等学校）を中・高の連携という観点から、２年

次に引き続き協力を仰いだ。 
臼杵南小学校と南中学校は、臼杵市が取り組んでいる「小中一体教育」の連携校として、義務教育
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９年間を見通した系統的な教育を目指している。その中で、キャリア教育に関しても小学校と中学校

の連携を意識し、教職員一人一人がキャリア教育についての理解を深めながら、合同研修会を実施す

るなどしてその取組の充実を図っている。なお、この 2 校については、校区外からの通学が可能な小

規模特認校である。特に南中学校では、「将来の夢や目標をもっている」と答える生徒の割合が低いこ

とは学校課題の１つであった。 
大分豊府中学校と大分豊府高等学校は、併設型中高一貫教育校であり、中学校と高等学校が同じ教

育目標のもと６年間継続した教育を行っている。中高で連携した多様な教育活動を展開する中で外の

世界を見る「窓」を作り、「感性」を育むことを目指し、中高６年間で「つくりたい未来」や「進むべ

き道」を見つけられるようキャリア教育の視点に立った教育活動に取り組んでいる。 

１－２ アンケートの実施について 

研究協力校４校の児童生徒を対象に「学年間・学校種間の連携を図

るキャリア教育の実践に関する調査研究に係る児童（生徒）へのアン

ケート」を Web アンケートによる回答で、令和６年７月～令和６年

12 月の期間に、計３回実施した。主に「人間関係形成・社会形成能

力」、「自己理解・自己管理能力」、「課題対応能力」、「キャリアプラン

ニング力」の４領域に関連する 16 の質問項目と「学校独自項目」の

２～５つの質問項目で構成し、５件法で実施した（【別添資料】１－

１参照）。なお、母数の小さい臼杵南小学校及び南中学校については、

「学校独自項目」の中に記述形式の問いを設定し、個の変容を見取る

とともに、経年変化を調査した。各学校の対象学年及び学年別人数は

表１の通りである。 

１－３ アンケートの分析について 

各校におけるアンケート１回ごとの単純集計を行い、各回の結果を比較・分析し、学校別の児童、

生徒の変容を見取った（【別添資料】１－２参照）。なお、各回の数値比較をするために、３回のアン

ケート全てに回答した児童生徒のみを抽出し分析を行った。また、令和５年度全国学力・学習状況調

査の質問紙回答結果からみられた県全体の課題としても挙げられている「将来の夢や目標をもつこ

とができている」という項目に対する肯定的回答割合にも着目し、数値の変容を見取った。 
 
Ⅳ 調査・研究の結果 
１ 臼杵南小学校の取組 

 臼杵南小学校では、「キャリア教育推進計画」を作成し、年間のカリキュラムの中にキャリア教育を

位置づけている（【別添資料】２参照）。育成を目指す能力（担任の思い）を設定し、これまで実践し

てきた各種教育活動とキャリア教育とのつながりを整理し、計画的にキャリア教育を進めている。第 
６学年のカリキュラムでは、特に「米づくり活動」「道徳教育」「環境教育」「卒業プロジェクト」の取 
組を重点的取組とし、キャリア教育で育成する４つの力を系統的に育成している。 
１－１ アンケート結果からみる児童の変容 

 臼杵南小学校の３回のアンケート結果をみると、学校全

体の平均において、各回で多少の増減はあるもののキャリ

ア教育で育成する４つの能力がバランスよく育成されてい

ることがわかる。また、図１に示すように、学校独自項目に 
図１ 学校独自項目における数値平均 

学校名 
対象 

学年 

学年別 

人数(人) 

臼杵南小学校 

４年 12 

５年 ８ 

６年 ８ 

南中学校 

１年 13 

２年 12 

３年 11 

大分豊府中学校 

１年 120 

２年 120 

３年 120 

 １年 240 

 

表１ アンケート対象学年 

及び学年別人数 
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対する数値平均が第５学年、第６学年の児童の回答では、全ての回で 4.0 ポイントを超えている。第

４学年に関しても、数値平均が上昇していることから、米づくり活動などの学校独自の取組が児童の

肯定的な変容に結びついていることがわかる。 
１－２ アンケートにおける記述形式回答の変容について 

回答の変容をみると、１回目では田植えの際の注意点を回答していた児童が、２回目の回答では実

際に米づくりを体験する中で感じたことをもとに、育ててくれている地域の方への感謝が大切だと気

付いたことがわかる。米づくり活動を通して他者との協働が大切であることを実感できている児童が

多くみられた。 
２ 南中学校の取組 

南中学校は、小規模特認校として、キャリア教育の推進を学校の重点的取組の一つに位置づけ、職

場体験学習などの学校行事だけでなく、各教科でキャリア教育の視点を意識した授業実践を行ってい

る。学校教育目標の中に「つなげる」というキーワードを入れ、様々な教育活動のつながりを意識す

るとともに、「自分らしい生き方」をテーマに、生徒、教職員はもとより、保護者や地域と連携を図り

ながら、授業を含めた中学校での学習活動が生徒一人一人の将来につながるような取組を進めている

（【別添資料】３－１、２参照）。 

２－１ アンケート結果からみる生徒の変容 

 南中学校のアンケート結果をみると、キャリア教育で育成

する４つの能力のうち「自己理解・自己管理能力」と「課題

対応能力」についての項目に対する回答に大きな変容がみら

れた。図２に示すように、「自分の苦手なことを克服しようと

努力している」についての肯定的回答割合は 22 ポイント増

加している。また、「うまくいかなかったとき、その原因を探

し、改善しようとすることができる」についての肯定的回答

割合も 16 ポイント増加している。その要因として「炭活動」

が挙げられる。今年度は 10 月と 12 月、1 月に炭づくりを 
行っている。炭活動に関する項目についても肯定的回答割合が 67→85→95 ポイントと段階的に上昇

する結果となった。なお、10 月の炭活動では、良い炭が思うようにつくれず、生徒は炭活動を通して

失敗体験を経験することとなった。そこから炭窯の修理等、炭づくりの方法を改善していき、12 月の

炭活動では、良い炭を多くつくることができた。このように、生徒は試行錯誤する機会が得られる体

験活動を通して、「課題対応能力」に必要なレジリエンスを高めていることがわかる。 
２－２ アンケートにおける記述形式回答の変容について 

南中学校の記述回答をみると、２回目の回答以降、１回目よりも他者とのつながりについての回答

が増えており、体験活動を通して、他者との協働的な学びが実現していることがわかる。また、学校

独自の活動に誇りをもち、取組の有用性を実感している生徒も多いことが記述内容からも判断できる。 
３ 項目「将来の夢や目標をもつことができている」に対する回答変容について 

臼杵南小学校と南中学校における「将来の夢や目標をもつことができている」の項目についてのア 

ンケート結果（肯定的回答割合）は表２の通りである。臼杵南小学校の数値変容をみると、全ての回 
で 70 ポイントを超えており、特に、第６学年では、２回目と３回目の肯定的回答割合が高く、数値 
が上昇した児童については、学校独自項目の「米づくり活動にすすんで取り組んでいる」に対する数

値も併せて上昇している。次に、南中学校の数値変容をみると、学校全体では 16 ポイント上昇して 

図２ 項目別肯定的回答割合の変化 

- 3 -



大分県教育センター教科研修・ICT 推進部 

いることがわかる。また、数値が上昇した生徒につ

いては、ゲストティーチャーの取組に関する項目や

炭活動に関する項目に対する回答もそれぞれ上昇

していることからも、南中学校の取組が生徒の自己

肯定感の向上に結び付いていることが推察される。

なお、臼杵南小学校及び南中学校の臼杵市基礎基本

テスト児童生徒質問紙の項目「将来の夢や目標を持

てている」の令和３年度からの数値変容を図３に示

す。同項目に対する肯定的回答の割合は、南中学校

において段階的に上昇していることがわかる。この

ように、この 2 校では、長期的な生徒の変容を見取

りながら取組の改善に努め、キャリア教育の充実を

図っている。 
４ 大分豊府中学校・大分豊府高等学校の取組 

中学校・高等学校が連携し、「高校生サポーター」「中高パネルディスカッション」を学級活動の

時間を使ってそれぞれ年２、３回ずつ実施している。「高校生サポーター」は、高校生が中学生の各

教室に出向き、学習だけでなく将来の夢や進路選択、この先の高校生活についてなどを座談会の形

式で中学生と交流する取組である。「中高パネルディスカッション」は、進路実現をテーマに、高校

生が中学生からの質問に答えながら将来について共に考える取組を行っている。 

中学校の取組としては、自己の成長を振り返ることができるポートフォリオの作成や生徒会活動

と連動した「my way project」（なりたい自分の実現に向けた長・短期目標の設定と自己評価）に取

り組んでいる。さらに、休日特別講座「大分花園中学校」では、会の運営は生徒が行い、他学年と

共に課題解決に向けた学びを展開している。個々の興味関心によって様々な専門分野について学べ

るだけでなく、学ぶことの楽しさを味わえることに加え、多様な人材との出会いによって職業観や

将来の生き方についても視野を広げられる機会となっている（【別添資料】４参照）。 

４－１ アンケート結果からみる生徒の変容 

 アンケートの数値に関しては全学年とも安定して高い数値を保っていることがわかった。年間、学

年、学校種間のつながりを意識したキャリア教育の推進に加え、中学校受験を経て入学してきた生徒

たちの多くが、日々自らの学びに対する達成感を味わえていることも背景にあると考えられる。項目

の「将来の夢や目標をもつことができている」に対する肯定的回答が約 70ポイント、「いろんな仕事

（職業）についても知りたいと思っている」の肯定的回答が約 80 ポイントであることから見ても、

様々な教育活動の中で、自らの学びや成長、新たな目標の設定が位置付けられていることで、自己の

キャリアプランニング力を育んでいることが伺える。また、アンケート結果の人間関係形成・社会形

成能力の全体の数値平均が 4.2 ポイントと高くなっていることからも、生徒の自主性や交流を意識し

た教育活動が日々位置づけられているといえる。 

５ 学年間・学校種間の連携の在り方について 

 学年間の連携では、学年末に 1 年間の学びを振り返る活動が重要となる。南中学校では、総合的な

学習の時間や各教科等での学びを振り返る活動を特別活動の時間に行っている。主に、総合的な学習

の時間での実践を通した学びを蓄積している学校独自のキャリアノートをもとに 1 年間を振り返り、

さらに県版のキャリアノートを用いて振り返りを行う。生徒自身が 1 年間の学びを振り返るととも

学校名 １回目 ２回目 ３回目 

臼杵南小学校 77 73 76 

南中学校 48 50 64 

 

表２ 「将来の夢や目標をもつことがで
きている」に対する肯定的回答割合 

 

図３ 項目「将来の夢や目標をもつこと 

 ができている」に対する経年変化 
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に、その学びを次の学年へと円滑につなぐことができる活動となっている（【別添資料】５参照）。 

 学校種間の連携については、研究協力校４校において、校種間でのキャリアノートの円滑な引継ぎ

が行われている。さらに、臼杵南小学校と南中学校では、夏季合同研修会を実施し、教職員間での情

報交換や情報共有を行うことを通して連携を進めている。また、大分豊府中学校と大分豊府高等学校

では、中学生は高校生をロールモデルとしてキャリアを形成し、高校生は中学生と交流することで、

自分の目標を再確認できるよう、中高一貫校ならではの特徴を活かした連携を進めている。 

６ 実践事例の還元及びセンターにおける研修の充実について 

 本調査研究において、研究協力校４校のキャリア教育に関する実践事例を多く収集することができ

た。これらの実践及び実践を通しての児童生徒の成長の姿を、本教育センターにおけるキャリア教育

に関する研修の中で取り上げることで、実践事例の還元だけでなく受講者にキャリア教育の具体イメ

ージを持たせることができると考えられる。さらに、キャリアノートを活用した振り返り活動の事例

を取り上げることで、児童生徒一人一人の学びの足跡を蓄積していくことの意義や学年間・学校種間

でのキャリアノートの引継ぎを意識できるような手立ても講じていきたい。 
 

Ⅴ 調査研究のまとめ 

 ３年計画で行ってきた本テーマにおける調査研究であるが、１年次ではキャリア教育に関する実態

調査を実施し、県内のキャリア教育の現状を把握することで、今後の課題を明確にすることができた。

２年次では、１年次に挙げられた課題を改善するために、研究協力校４校を選定し、実践事例を多く

収集することができた。また、当センターの研修においてキャリア教育研修を新設し、キャリア教育

についての理解を図るための研修を行うことができた。３年次である本年度の調査研究では、研究協

力校４校の児童生徒の変容を見取り各校のキャリア教育の取組の有用性を検証することができた。 
図４は、令和５年度及び令和６年度の全国学力・学習状況調

査の児童生徒質問紙において、「将来の夢や目標を持っている」

と肯定的に回答した児童生徒の割合である。全国的にも課題と

して挙げられている同項目であるが、大分県においても令和５

年度では、小学校、中学校ともに全国値を下回っていた。しか

し、令和６年度の数値をみると、小学校、中学校ともに全国値

を上回る結果となっており、改善傾向にあることがわかる。県

内各校で取り組まれているキャリア教育が、これらの結果に結 
び付いていると推察できる。３年間の調査研究で得られた成果をもとに、当センターにおける研修の

充実を図り、大分県のキャリア教育の更なる推進につなげていきたい。 
 

Ⅵ 参考文献等 

・中央教育審議会「今後の学校におけるキャリア・職業在り方ついて（答申）」平成 23 年 1 月 
・国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター「キャリア教育に関する総合的研究 第一

次報告書」令和２年３月 
・国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター「キャリア教育に関する総合的研究 第二

次報告書」令和３年 10 月  
・大分県教育庁義務教育課「教育課程編成・実施状況調査」令和５年 12 月 

図４ 全国学力・学習状況調査質問 
紙の項目「将来の夢や目標を 
持っている」の肯定的回答値 
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【別添資料】学年間・学校種間の連携を図るキャリア教育の実践に関する調査研究 

【はじめに】                                        

 キャリア教育で育成する基礎的・汎用的能力①～④を以下にまとめる。 

【キャリア教育で育成する基礎的・汎用的能力】 

①「人間関係形成・社会形成能力」 

 多様な他者の考えや立場を理解し、相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝えることができる

とともに、自分の置かれている状況を受け止め、役割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参

画し、今後の社会を積極的に形成することができる力 

〈例〉他者の個性を理解する力、他者に働きかける力、コミュニケーション・スキル、チームワー

ク、リーダーシップなど 

②「自己理解・自己管理能力」 

 自分が「できること」「意義を感じること」「したいこと」について、社会との相互関係を保ちつ

つ、今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基づき主体的に行動すると同時に、自らの思

考や感情を律し、かつ、今後の成長のために進んで学ぼうとする力 

〈例〉自己の役割の理解、前向きに考える力、自己の動機付け、忍耐力、ストレスマネジメント、

主体的行動など 
③「課題対応能力」  

 仕事をする上での様々な課題を発見・分析し、適切な計画を立ててその課題を処理し、解決する

ことができる力 

〈例〉情報の理解・選択・処理等、本質の理解、原因の追究、課題発見、計画立案、実行力、評

価・改善など 

④「キャリアプランニング能力」 

 「働くこと」の意義を理解し、自らが果たすべき様々な立場や役割との関連を踏まえて「働くこ

と」を位置付け、多様な生き方に関する様々な情報を適切に取捨選択・活用しながら、自ら主体的

に判断してキャリアを形成していく力 

〈例〉学ぶこと・働くことの意義や役割の理解、多様性の理解、将来設計、選択、行動と改善など 

【別添資料１－１】                                     

【アンケート項目】                         

（１）「人間関係形成・社会形成能力」に関する項目 

 ① まわりの人に自分からあいさつすることができる 

 ② ほかの人と協力して、いろいろな活動に取り組むことができる 

 ③ 当番や係の仕事を忘れずに取り組むことができる 

 ④ 困っている人がいたら、すすんで助けることができる 

（２）「自己理解・自己管理能力」に関する項目 

 ① 自分の良いところについて理解している 
 ② 自分の良いところを伸ばそうと努力している 

 ③ 自分の苦手なことについて理解している 

 ④ 自分の苦手なことを克服しようと努力している 

 ⑤ 将来の夢や目標をもつことができている 

 

【回答選択肢（５件法）】

５ とてもあてはまる 

４ ややあてはまる 

３ どちらともいえない 

２ あまりあてはまらない 

１ まったくあてはまらない 

【実施期間】 

１回目 ７月～８月 
２回目 １０月～１１月 
３回目 １２月～１月 
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【別添資料】学年間・学校種間の連携を図るキャリア教育の実践に関する調査研究 

（３）「課題対応能力」に関する項目 

 ① ほかの人とちがう意見でも、自分の意見を伝えることができる 

 ② 失敗してもあきらめずにがんばることができる 

 ③ うまくいかなかったとき、その原因を探し、改善しようとすることができる 

（４）「キャリアプランニング能力」に関する項目 

 ① 将来のために勉強することは大切だと考えている 

 ② 見通しをもって、やるべきことに取り組むことができる 

 ③ わからないことは、先生や友だちに聞くことができる 

 ④ いろいろな仕事（職業）について知りたいと思っている 

（５）学校独自項目 

［４校共通項目］ 

 ① 学校の授業（各教科の授業）は楽しい 

 ② 学校の授業（各教科の授業）の内容は分かる 

［臼杵南小学校項目］ 

 ③ 米づくり活動にすすんで取り組んでいる 

④ 米づくり活動を通して、大切だと思うことやよかったと思うことを教えてください（記述） 

［南中学校項目］ 

 ③ ゲストティーチャーを招いての活動が、自分の将来について考える良い機会となっている 

 ④ 炭活動にすすんで取り組んでいる 

⑤ 炭活動を通して、大切だと思うことやよかったと思うことを教えてください（記述） 

 

【別添資料１－２】                                     

【アンケート結果】※報告書に記載しているデータは省略、その他報告書の記載に関わる部分のみ抜粋 

〇各校における 1 回目と３回目の数値比較 

  学校名 

（対象） 
実施回 

各項目の数値平均 

（１） （２） （３） （４） （５） 

臼杵南小 

（全体） 

１回目 4.3 4.2 4.2 4.3 4.3 

３回目 4.3 4.2 4.1 4.2 4.4 

南中 

（全体） 

１回目 4.0 3.7 3.6 4.0 4.0 

３回目 3.9 3.9 4.2 4.0 4.0 

大分豊府中 

（全体） 

１回目 4.4 4.0 4.2 4.2 4.2 

３回目 4.2 3.9 4.0 4.1 4.1 

大分豊府高 

（全体） 

１回目 4.3 3.9 4.0 4.1 3.8 

３回目 4.2 4.0 4.0 4.1 3.9 

※表中の項目（１）～（５）

は、【別添資料１－１】で 

示してあるアンケート項目 

の（１）～（５）に対応 

表に示すように、特に

南中学校における「課

題対応能力に関する項

目」に対する数値平均

が上昇する結果となっ

ている。 
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【別添資料】学年間・学校種間の連携を図るキャリア教育の実践に関する調査研究 

〇南中学校（全体）における「課題対応能力」に関する項目に対する回答割合の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇記述式回答の変容（※同様の内容はまとめて表記している） 

【臼杵南小学校】 

質問項目「米づくり活動を通して、大切だと思うことやよかったと思うことを教えてください」 

１回目の主な記述内容 ２回目の主な記述内容 ３回目の主な記述内容 

   

②、③の質問項目に対して、肯定

的回答のうち、「５とてもあては

まる」の回答割合が増加してお

り、自分の考えを明確にし、自信

をもって回答する生徒が増えてい

ることが推察できる。 

③の項目に関しては、３回目の回

答結果に大きな変化が見られる。 

２回目と３回目のアンケート実施

の間に、今年度２回目の炭活動が

実施された。１回目の炭活動での

失敗を生かし、２回目の活動では

よい炭をつくることができたとい

う成功体験ができたことが要因だ

と考えられる。 

★生徒は試行錯誤する機会が得ら

れる体験活動を通して、「課題

対応能力」に必要なレジリエン

スを高めていることがわかる。 

・土に空気を入れることやしっかり植 

えること（14） 

・みんなで協力すること（４） 

・地域の人との交流（３） 

・お米を大切にすること（２） 

・家では出来ない事が出来て楽しい 

・南っ子祭りで使うから 

・土に空気を入れることや、稲が倒れない

ようにすること（６） 

・みんなで協力したり、他の学年との仲を

深めること（６） 

・愛情をこめて植えること（３） 

・お米を大切にすること（３） 

・地域の人への感謝、人とのつながり（２） 

・達成感がある 

・おいしいお米をつくると気持ちがいい 

・全校で協力してお米をつくること（６） 

・丁寧に作業すること（５） 

・土に空気を入れることや、水回りの管

理（５） 

・お米を大切にすること（３） 

・お米がたくさんできてうれしい（３） 

・いつも体験できない事ができたこと 
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【別添資料】学年間・学校種間の連携を図るキャリア教育の実践に関する調査研究 

【南中学校】 

質問項目「炭活動を通して、大切だと思うことやよかったと思うことを教えてください」 

１回目の主な記述内容 ２回目の主な記述内容 ３回目の主な記述内容 

   

〇大分豊府中学校・大分豊府高等学校における、項目（２）⑤「将来の夢や目標をもつことができ

ている」、（４）④「いろいろな仕事（職業）について知りたいと思っている」についての肯定的回

答割合の推移 

【大分豊府中学校】 

項目 
実施回 

１回目 ２回目 ３回目 

（２）⑤ 67 60 66 

（４）④ 78 76 77 

【大分豊府高等学校】 

項目 
実施回 

１回目 ２回目 ３回目 

（２）⑤ 61 74 71 

（４）④ 83 73 81 

【別添資料２】                                       

臼杵南小学校のキャリア教育全体計画 

                             

                             

                            

 

                                                      

                                                       

 

 

 

 

 

・臼杵南小学校の実態に合わせ、

育成したい力を自分たちの言葉で

わかりやすく示している。 

★児童、教職員と共有できるような具

体的でわかりやすい内容にしてい

る。 

★「重点的取組」を設定し、カリキュラム

に位置づけることで取り組みやすい。 

★カリキュラム・マネジメントの促進がされ

ている。 

・全校で協力したり、まわりの人と

協力したりすること（５） 

・炭の作り方や使われ方を知るこ

とができる（４） 

・自分から進んで活動に取り組む

こと 

・炭を売ったらお金になること 

・全力で取り組むこと 

・みんなで協力していいものをつく

ろうとすること（まわりとの協力）

（11） 

・きびきびと行動すること 

・自分から行動すること 

・いろんな人と協力して一緒に活動

すること（まわりとの協力）（５） 

・他学年や先生方とのつながりがで

きる（２） 

・全校での活動は他の学校ではでき

ないと思うので良い 

★様々な教育活動の中で、自らの学び

や成長、新たな目標の設定が位置付

けられていることで、自己のキャリ

アプランニング力を育んでいること

が伺える。 
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【別添資料】学年間・学校種間の連携を図るキャリア教育の実践に関する調査研究 

【別添資料３－１】                                     

南中学校キャリア教育構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【別添資料３－２】                                     

各教科とキャリア教育の結びつき（南中学校キャリアファイルから抜粋） 

    

 
 
                           

 

                           

                          

 

 

 

 

                           

 
                     

                              

  

 

 

 

 

 

 

南中学校では、生徒が勤労観や

職業観をもち、社会的に自立でき

る力を「自分が望む生き方を実現

できる力」とし、この力の育成に向

けキャリア教育構想図を作成して

いる。 

★つながりを可視化すること

で、生徒と教職員が共通した

認識を持ちやすくなり、取組

内容と育成する力との関連が

明確になる。 

★それぞれの教科の中にすでに

あるキャリア教育の要素（キ

ャリアの断片）を見いだすこ

とが大切（2014 筑波大学・藤

田）。生徒が学ぶことと将来

のつながりを見通せるものに

なっている。 

 

・各教科とキャリア教育で育成す

る基礎的・汎用的能力がどのよう

に結びついているのかを生徒に示

し、共有している。 

（例）国語科 

「話し合いやスピーチ等で相手を

尊重しながら自分の意見を伝え

る」 

（人間関係形成・社会形成能力） 
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【別添資料】学年間・学校種間の連携を図るキャリア教育の実践に関する調査研究 

【別添資料４】                                          

【大分豊府中学校の取組】 

○ポートフォリオ   

                         ・「学期で自分が頑張ったことについて記 

述する」等、項目で学期を振り返る。 

                          ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの４段階で自己評価する。 

                          ・学級目標も振り返りをさせる。 

                          〈同じ生徒の１学期末の振り返り〉 

                           「“だいすけ”の“だ”があまりでき 

                            ず、行動が全体的に遅かったので、 

                            次は何があるかを考えてすばやく 

                            行動できるようにする。」 

                           

                          ★この生徒は１学期できてなかった目標 

                           が２学期は達成できたと自己評価して 

いる。 

★振り返らせたいポイントを明確にし、

次学期の見通しを持たせている。 

★ポートフォリオは、最後はキャリアノ

ート（またはキャリアファイル）にた

めていき、これまでの自分を振り返る

ことができるよう足跡を残していく。 

 

○my way project 

【目的】スケジュール管理能力を培い、自分で目標を立てて継続する力を養う。 
【内容】生徒会による新たな取組として本年度後期より開始した。 

将来なりたい職業やなりたい自分などの長期的な目標と、今月継続して実施したい短期的な

目標を記述し、スケジュールを立てる。 

                         ・この生徒は「計画性のある大人」を将来 

                         の目標とし、そのためには今月は「毎日 

                         目標（予定）をたてて行動すること」を 

                         目標とした。 

 

                        ★将来の夢、目標に向けてスモールステ 

ップ                   ップで達成できそうな短期目標を立て 

                     ることで自己管理力の育成をめざす。 

                     →書かせっぱなし、立てさせっぱなし 

                      にさせないように注意している。 
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【別添資料】学年間・学校種間の連携を図るキャリア教育の実践に関する調査研究 

○休日特別講座「大分花園中学校」 

【目的】自分で考え、自分で学ぶという自分で行動できるたくましさを育成する。 

【内容】大学や一般企業を招き特別講座を年５回実施する。生徒は興味のある講座を自由に選択で

き、保護者も参観することができる。 
〈生徒への願い〉          〈講座・例〉        〈生徒の生活ノートより〉 

                               ・花園中学校に参加しました。 
                                新鮮な気持ちでした。私は 
                                英会話とプログラミング 
                                を学びました。どちらも 
                                今後の将来に役立つこと 
                                でした。学んだことを基 
                                に自分の将来について考 
                                えていきたいです。 

                   〈受講後の生徒の感想〉 
・何事もやってみなくてはわからないことを経験させてく 
れる講座だった。 

                  ・自分が普段触れない分野の楽しさや考え方、知識に触れ 
て、物の見方が増えた。経験することで自分に落とし込 
めた。教科書にない勉強の大切さがわかった。 
 

★将来に向けて自分と向き合う活動、学びと将来をつなげる活動が展開されている。 
興味・関心に基づく勤労観や職業観の形成、自分の生き方の探索、自己理解につながっていく。 

 

【別添資料５】                                       

南中学校の学年末の実践（１年間の振り返り） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南中学校キャリアファイル 

大分県版キャリアノート 

南中学校キャリアファイル 

振り返りシート 

学年末の特別活動の時間に

１年間の振り返りを行って

いる。生徒はまず南中学校

キャリアファイルを見返し

ながら各教科や総合的な学

習の時間等で実践してきた

取組を振り返る。その後、

大分県版のキャリアファイ

ルに振り返った内容を記入

している。 

★学びの足跡を蓄積し、次年度

へとつなぐことができる。 
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【別添資料】学年間・学校種間の連携を図るキャリア教育の実践に関する調査研究 

【その他の実践紹介①】                                      

臼杵南小学校の学級活動 

①課題の下、自分を  ②友だちから寄せられた言葉から、 

 振り返る       自分自身の成長に気づく 

 

 

 

 

 

 

                          ③がんばったこと、できるように 

なったことをまとめていく 

 

６年生の教室の例 

★教室には最後の卒業に向けて、これまでの学びの足跡が掲示されており、いつでも振り返ること

ができるような工夫がされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の実践紹介②】                                   

臼杵南小学校キャリアノート  

＜Ａさんの小学４年２学期〉 〈Ａさんの小学５年３学期末〉 

                             ・「大人からのメッセージ」には、 

                              教師だけではなく保護者からの 

                              メッセージが書かれている。 

 

                              

★書きっぱなしにさせるのではなく、児童・生徒の頑張りを認めているというメッセージ（適切な

フィードバック）を返している。小学校５年の３学期では、「積極的になった」「誇らしく思う」

というようなメッセージが書かれている。 

 

 

 

1 学期 

最後に向けて… 

友だちからは、 
「人が気づかないようなことを自主的にやっていてすごい」 
「案がもっとよくなるようにプラスで意見を出している」と

いった言葉が寄せられた。 

２ 学期 
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【別添資料】学年間・学校種間の連携を図るキャリア教育の実践に関する調査研究 

南中学校キャリアノート 

〈Ｂさんの小学６年時〉      〈Ｂさんの中学３年時〉    

★１冊のノートでこれま 

での自分の足跡を見る

ことができるので、 

自分の成長を感じるこ

とができる。現中学３

年生は５年生から書き

ためているので、５年

間の記録を１冊の中で

見ることができる。 

                                 ★「目標達成のために取 

                                  り組むこと」では、よ 

り具体的に書くことが 

できるようになってい 

る。 

 ★Ｂさんは小学生の頃から同じ夢を持ち続けている。 

  中学３年生では、「今の自分を見つめて」という項目で、自分自身をしっかり分析できている。 

 

【その他の実践紹介③】                                  

南中学校の炭活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３年後 

原木の切り出し作業 窯への立て込み作業 

炭の袋詰め作業 飾り炭づくり 

干物焼き体験 

・地域の方々と協働しながら行

う南中学校の伝統行事。よりよい

炭を作るにはどうすれば良いか、

学年があがる毎に工夫が見られ

る。作った炭は保護者や地域に向

けて重さを変えて袋詰めしたも

のを販売したり、季節に合わせた

飾り炭に加工して販売したりし

ている。また、地元の高校生が作

った魚の干物を自分たちで作っ

た炭を使って焼いて食べるとい

った活動も行っており、中・高の

取組の一つとなっている。 
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炭活動に関する生徒の振り返り記述（一部抜粋） 

１年生の生徒の記述 

 

 

 

 

 

 

 

３年生の生徒の記述 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の実践紹介④】                                  

大分豊府高等学校の「ミラ NAVI」 
 
 
 

★他学年とのつながりを感じ

る振り返りの記述がある。 

 

★活動を通して、自分の頑張り

を振り返ることができている。 

★他者の良いところに気づき、

それを認める記述と、自己の

振り返りができている。 

★炭活動に対する誇りや次回へ

の意欲がみられる。 

 

★教師側のフィードバックにより、

生徒の自己肯定感を高める手

立てがみられる。 

・ワークシートでは、

「高校でこれをやっ

ておく」「活かせる高

校の科目」など、今の

学びとつなげる項目

が設定されている。 

★「つながりそうな職業・解決できそうな社会課題」という欄もあり、社会でどう活かせ

るかを考えるきっかけとなっている。 
★自己理解の深化に加え、進路の現実吟味、将来設計、社会的移行の準備が高等学校では

必要となる。 
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